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F U K U O K A  C I T Y

位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,653,767人

885,525世帯

面
　積

343.39km2
2

男/780,017人           　女/873,750人

  （令和6年6月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。
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第46回 福岡県管工事業協同組合連合会通常総会盛会に開催
上程案件全て承認される

ご紹介いただきました藤でございます。懇親会に先立ち一言ご挨拶申しあげます。

　公務ご多忙のなか、また、足元の悪い中、ご来賓として、北九州市市長、武内様、北九州市市議会議員

の先生方、上下水道局長、持山様はじめ、関係各局の皆様、さらには、福岡県建築都市部からもご臨席を

賜り誠に有難うございます。

ご来賓の皆様には、平素より、ご理解、ご厚情を賜り厚く御礼申しあげます。また、資機材のお取引をいた

だいております賛助会員の皆様にも多数のご出席をいただき有難うございます。

　先ほどの総会では、上程案件が原案通り承認をいただき、ここに、令和６年度が正式にスタ－ト致しました。

大切なライフラインの整備に携わる専門工事業者の団体として、努力を重ねる所存でございます。

　今年は、能登半島地震で始まりましたが、ようやく、日常に戻りつつあります。福岡県からは、北九州市と

福岡市から、応急復旧隊を派遣しており、この経験を生かして、大規模な災害等に対する備えを強化して

いきたいと考えます。水道が利用できることを伝えたところ、涙を流しながらお礼されたことが忘れられ

ないという、現地での作業者の話も聞きます。

市民生活の維持に必要不可欠な水を供給することは水道工事業者の集まりである組合の責務でもあります。

これからも、市民生活に貢献できる組合組織の強化、また、その役割を果たし続けるための経営の安定化

にむけ、取り組んでいきたいと考えております。

　ご臨席をいただきましたご来賓の皆様には、これからも変わらぬご理解ご厚情を賜りますようお願い

申し上げます。また、ご準備を戴きました北九州管工事協同組合の林理事長様をはじめ役職員の皆様

には、お礼を申し上げます。

　結びに、ご来賓の皆様方のご健勝と会員各位のご繁栄ならびにご参会の皆様方のご健勝を祈念申し

上げまして、ご挨拶とさせていただきます。本日は、誠にありがとうございました。

藤会長挨拶
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第４６回 通常総会報告
 総会の種類 通常総会

 招 集 期 日 令和６年６月　３日

 開 催 日 時 令和６年６月２８日　午後４時

 開 催 場 所 北九州市小倉北区浅野2-14-2　｢リ－ガロイヤルホテル小倉｣

 会 員 総 数 １７団体

 出席会員数 本人出席１０団体　　委任出席７団体

議事の概要

総会は藤会長のあいさつの後、議長選任を諮り、執行部一任で北九州管工事協同組合の林和義理事長を議長に満場一致

を以って選任、議長就任挨拶の後、本日の出席会員が総会成立の定足数を満たしている旨報告し、議案審議に入る。

　第1号議案　　令和５年度会務報告並びに貸借対照表、収支決算書、剰余金処分案承認の件（監査報告）
　第2号議案　　令和６年度事業計画案並びに収支予算案承認の件
　第3号議案　　令和６年度取引金融機関並びに借入金最高限度額承認の件
　第4号議案　　役員の一部変更に関する件
　第5号議案　　次期開催地に関する件

各上程議案は賛成多数で原案通り承認されました。

顕彰状贈呈
令和6年度春の叙勲　黄綬褒章受章　松尾浩充氏　

福岡市管工事協同組合　副理事長

総会会場の様子

議長　林　和義
北九州管工事協同組合　理事長
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総会終了後、武内和久北九州市市長、鷹木研一郎北九州市市議会議員、吉村太志北九州市市議会議員、上野照弘

前北九州市市議会議員、持山泰生北九州市上下水道局長、有田秀昭北九州市上下水道局東部工事事務所長、渕上忠彦

北九州市上下水道局西部工事事務所長、野口秀昭福岡県建築都市部営繕設備課課長、小堂賢福岡県建築都市部営繕

設備課企画監の来賓を招いての盛大な懇親も開かれ乾杯の発声で祝宴に入り、親睦を深め合った。　　　

挨拶　武内和久北九州市市長 挨拶　  鷹木研一郎北九州市市議会議員

万歳三唱　上野照弘前北九州市市議会議員 次期開催地挨拶　松尾浩充
福岡市管工事協同組合　副理事長

懇親会場の様子



福 管 協 機 関 誌

5

第507号

　皆さん、こんにちは。平素は当会の運営にご理解、ご協力を戴き感謝申し上げます。今年度も一層のご協力を戴きますよう、
よろしくお願い申しあげます。
本日は、九州各県から、それぞれの理事長様、役職員の皆様多数のご出席を戴きありがとうございます。
　今年は、能登半島地震で始まりましたが、全管連救済対策本部も、５月末をもって解散され、ようやく日常に戻りつつあり
ます。防災活動については、今回の地震を教訓に、断水の早期解決を考えなければなりません。特に、今回の断水は長すぎま
した。もっと違うやり方があったと思います。
　建設業では、長時間労働や人材不足など直面している問題を解決するため、労働環境を改善していく努力が求められてい
ます。残業の上限を遵守するには、従業員の出退勤や休憩、休日など勤務状態を把握することが課題となってきます。守らな
ければならないものですし、従業員の定着にも関ってくるものですから、しっかりと対策を行わなければなりません。
　本日の総会では、重要な案件を上程いたしております。慎重な審議と議事進行にご協力をお願いいたします。
結びになりますが、会員の皆様におかれましては、ご健勝で、ますますのご活躍をされますことを、祈念いたしまして、ご挨拶
とさせていただきます。

藤会長挨拶

第62回 九州管工業組合連合会通常総会盛会に開催上程案件全て承認される

第62回　通常総会報告

 総会の種類 通常総会
 招 集 期 日 令和６年６月２１日
 開 催 日 時 令和６年７月２６日　午後５時００分
 開 催 場 所 熊本県熊本市中央区上通町2-1　　｢ホテル日航熊本｣
 会 員 総 数 ８団体
 出席会員数 出席８団体（230名）
議事の概要
　定刻に至り、九州管工業組合連合会　藤会長のあいさつの後、議事に先立ち　令和６年度　春の叙勲　黄綬褒章受章　
松尾浩充様へ顕彰状、熊本市管工事協同組合　松本理香様へ表彰状が贈られた。引き続き、司会者から議長選任を諮り、
執行部一任で九州管工業組合連合会の副会長　工藤光明氏を議長に満場一致を以って選任、議長就任挨拶の後、本日の出
席会員が総会成立の定足数を満たしている旨報告し、議案審議に入る。

　第1号議案　　令和５年度事業報告並びに収支決算報告書(監査報告)承認の件
　第2号議案　　令和６年度賦課金並びに賛助会費に関する件
　第3号議案　　令和６年度事業計画(案)並びに収支予算(案)承認の件
　第4号議案　　令和６年度スローガン採択の件
　　　　　　　　　1.若者の育成と技術技能の継承に努めて業界の未来を創ろう
　　　　　　　　　1.地域密着の現場力・技術力を生かし迅速な災害復旧に貢献しよう
　　　　　　　　　1.従業員の処遇改善を図り業界の魅力を高めよう
　第5号議案　　次期総会開催地に関する件(沖縄県)
　第6号議案　　次期正副会長会開催地に関する件(福岡県)

各上程議案は賛成多数で原案通り承認されました。
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議長　九州管工業組合連合会　副会長　工藤光明

受章者の皆様を代表して謝辞を述べられる
松尾　浩充　様 

黄綬褒章受章を受章された 松尾　浩充　様 組合永年勤続表彰を受賞された　松本　理香　様

令和６年度　春の叙勲　黄綬褒章受章　福岡市管工事協同組合　松尾　浩充　様

 

組合永年勤続表彰状贈呈者

福岡市管工事協同組合　(福岡県)　前﨑 亮子 様　　久留米市管工事協同組合　(福岡県)　甲斐 哲也 様
飯塚市管工事協同組合　(福岡県)　和田 幸法 様　　佐賀東部管工事協同組合　（佐賀県）　奥園 亜紀 様
長崎市管工業協同組合　（長崎県）　田中 孝宣 様　　熊本市管工事協同組合　（熊本県）　松本 理香 様
熊本市管工事協同組合　（熊本県）　桑田 利美 様　　別府市管工事協同組合　（大分県）　中山田 政弘 様
串間市管工事協同組合　（宮崎県）　戸上 悦子 様　　鹿屋上下水道工事協同組合　（鹿児島県）　有川 史朗 様
名護市管工事業協同組合　（沖縄県）　久高 政人 様

顕　彰　状　贈　呈　者
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総会終了後、18時より懇親会が開催され、熊本県　副知事　亀崎　直隆様、熊本市　副市長　深水　政彦様、

衆議院議員　木原　稔様、全国管工事業協同組合連合会　会長　藤川　幸造　様多数の来賓を招いての盛大な懇親会も

開かれ、熊本県議会議長　山口　裕様の乾杯の発声で祝宴に入り、親睦を深め合った。

挨拶　熊本県　副知事　亀崎　直隆　様 挨拶  熊本市　副市長　深水　政彦　様

挨拶(ビデオメッセージ)　衆議院議員　木原　稔　様 挨拶　全国管工事業協同組合連合会
会長　藤川　幸造　様

乾杯　熊本県議会議長　山口　裕　様 
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懇親会会場の様子

万歳三唱　熊本市議会議長　寺本　義勝　様

次期開催地代表挨拶
沖縄県管工事業協同組合連合会 会長　仲田　一郎
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日　　　時　：　令和6年6月10日(月）午後1時30分より

場　　　所　：　福岡市管工事協同組合会議室

出　席　者　：　藤、 松尾、 阿部、 岩下、 山下、 石井、 松本、 八木、 宮嵜、 小金丸、 江頭

委　任　者　：　髙田

定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】

第1号議案　穿孔料について

事務局－ 穿孔料を平成17年頃から改訂をしていないため令和6年8月より改訂する旨説明、諮る。

藤理事長－ 協議の結果、説明通りで令和6年8月より穿孔料を改訂することで出席理事全員の承認を得た。

第2号議案　就業規則改訂に伴う退職金規程改訂について　

事務局－ 就業規則改訂に伴う退職金規程を一部改訂する旨説明、諮る。

藤理事長－協議の結果、説明通りで退職金規程を一部改訂することで出席理事全員の承認を得た。

【報告事項】

1.給水装置工事配管技能検定会について

事務局－　令和6年9月26日（木）福岡市水道技術研修所にて給水装置工事配管技能検定会を開催する旨報告。

　　　　　（出席理事全員了承）

2.渡辺パイプ㈱展示販売会について

事務局－　令和6年9月20日（金）福岡市水道技術研修所にて渡辺パイプ㈱展示販売会を開催する旨報告。

　　　　　（出席理事全員了承）

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。 

本日の全ての案件を終了した。時に午後2時15分。 

第11回　定例理事会報告
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　福岡市管工事協同組合の藤成德理事長は令和6年6月18日、福岡市役所を訪問し、令和6年能登半島地震における水道

施設の応急復旧に尽力したとして感謝状を授与された。

　福岡市役所で行われた贈呈式には、福岡市から光山裕朗副市長、下川祥二水道事業管理者、津野孝弘水道局理事ら、

福岡市管工事協同組合から藤理事長、松尾副理事長、松本上水道部長理事、八木上水道部長理事、川浪上水道推進委員長、

田井代表取締役が出席した。        

　授与に際し、光山副市長は1月の義援金寄付に続く、応急復旧活動への協力に感謝の言葉を述べた後、「道路や水道、下水

道は生活を維持する上で欠かせない基礎的なインフラと改めて感じた。この地震を教訓にするとともに災害に強い福岡市を

どうつくっていくかを一緒になって考え、対応していきたい」と引き続き協力を求めた。

　藤理事長は「感謝状は組合員の意識の向上にもつながると感じている。安心安全な水を届けること が組合の務めであり、

災害時は迅速に対応できる体制を構築している。何かあれば頼りにしてほしい」と話した。

　同組合では、能登半島地震の水道施設の被害に対する福岡市の応援要請に応じて３班を編成。

３月に１班８人（有限会社八木工業）が応急復旧活動に協力した。        

‐九建日報より抜粋－

光山裕朗副市長より感謝状を授与される藤理事長

～令和６年石川県能登半島地震災害対応の感謝状を授与～
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令和6年度　福岡市水道局と福岡市管工事協同組合との
意見交換会を開催

　例年通り令和６年６月６日水道局との意見交換会を開催された。

　福管協組合員は、働き方改革に端を発する２０２４年問題は土木・建設業が乗り越えなければならない

重要な課題であり、更なる業務の効率化や官民一体となった課題解決への取り組みの推進を念頭に置い

て意見交換会に臨んだ。

　議事進行は、水道局から令和６年度における各事業の概要説明、工事の安全対策、配水管布設工事

の実務に関する課題対応等の説明があり、その後、上水道推進委員長より官民連携を軸とした要望内容

が説明された。

　水道事業を取り巻く厳しい環境についての課題であり、水道局、福管協双方から建設的な意見が発言

され、盛会に収めることができた。

事業説明及び意見交換会
１．令和６年度の配水管整備事業概要について
２．令和６年度の給水管の漏水対策事業について
３．水道局からの要望、報告について

　　　・工事の安全対策について

　　　・既設管撤去の確認方法について

　　　・交通誘導警備員の伝票等の書類提出について

４．福管協からの要望等について

　　　・福岡市水道局におけるウオーターPPPに関する検討状況について

　　　・実務者レベルでの課題解決に向けた官民連携した勉強会の開催について

開催日時　令和６年６月６日（木）１０時３０分～
開催場所　福岡市水道局北別館２階大会議室
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福岡市水道局　津野理事　挨拶

福岡市管工事協同組合　藤理事長　挨拶

出席者の皆様
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青年部会だより

献血活動を開催
令和６年６月２７日（木）組合会館１階にて福管協青年部会イベント企画委員会が、ボランティア

活動の一環で恒例の献血活動を開催した。
今年も組合員をはじめ管材メーカー、商社など５１名のご協力を頂きました。

福岡県中小企業団体中央会青年部連絡協議会

第49回通常総会が開催

福岡県管工事業協同組合連合会青年部協議会　研修交流会を開催

令和６年６月１２日（水）福岡市博多区「宮前迎賓館　灯明殿」にて福岡県中小企業団体中央会
青年部会連絡協議会第４９回通常総会が開催され、今泉役員が出席した。

令和６年７月６日（土）福岡市内において、福岡市・北九州市・久留米市・田川市４都市の青年
部会が集まり研修交流会を開催した。

【献血活動参加者】
㈱和白設備工業　進興設備工業㈱　㈱山﨑設備工業　渡辺パイプ㈱　㈱石田設備　ヤマトガワ㈱
㈱花田設備　㈱大慶ビルド　㈲今泉設備工業　㈱岩丸産業　前澤給装工業㈱　㈲亜細亜設備工業
山本設備工業㈱　㈱タブチ　㈱曙設備工業所　井上工業㈱　前田バルブ工業㈱　㈱朝日商会
㈱フクスイ　㈱白金　㈱水設　㈲マルコー設備　宝満設備工業㈱　㈱サンワ商会　
日之出水道水道機器㈱　柳原機鋼㈱　　（順不同）
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交通安全コーナー

贖いの日々・・・
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あ た ま の 体 操あ た ま の 体 操第30回

【問1】 図１のような、AB＝８㎝、ＢＣ＝10㎝、AE＝20㎝の直方体の容器が机の上に置かれていて、

　　　　中には高さ６㎝まで水が入っています。

【問2】 下の図のような、上から５㎝のところに点線の印がついた直方体の形をした水槽があり、       

 深さ２１㎝まで水が入っています。次の問いに答えなさい。

①図２のように面ＢＣＧＦが机に接するように置いたとき、水の高さは何㎝ですか。

①１辺が２㎝の立方体のおもりを、おもりが水面から       

　出ないように、１つずつ入れていきます。       

　水面が印のところにくるのは、何個目のおもりを       

　入れたときですか。 

②底面が、縦１㎝、横３㎝の長方形で高さが36㎝の

　直方体のおもりを、底面が水槽の底にぴったりとつくように、

　１つずつ入れていきます。水面が印のところにくるのは、

　何個目のおもりを入れたときですか。

次に図３のように辺ＥＨだけが机に接するように、容器を45°かたむけます。 

②このとき、面ＡＥＨＤが水にふれている部分の面積は何㎠ですか。

D
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C

B

H
E F

G
机

図1 図 2
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「せせらぎ」4.5月号【解答】

　　【問1】　189㎤  

　　【問2】　① 6個　② 8個　③ 6個　④ 2個

●前号の当選者には賞品（QUOカード券）を発送しております。ご応募ありがとうございました。

【応募方法】
答え、事業所名、氏名、連絡先を明記の上、ＦＡＸにてご応募下さい。正解者の中から抽選で５名様に
ＱＵＯカード券2,000円をプレゼントします。解答は、次号「せせらぎ｣8.9月号に掲載します｡
尚､当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。      

締切：　令和6年9月13日（金）　　　ＦＡＸ.０９２-５２２-５２８７

事業所名：

氏　名　：

所在地　：〒

連絡先　：　　　　　　　 　（　　　　 　）

回　答　欄

【問1】  ①　（　　　　　　　　）㎝　　　② （　　　　　　　　）㎠

【問2】　 ①　（　　　　　　　　）個目　　② （　　　　　　　　）個目

～個人情報の取扱いについて～
　ご記入いただいた個人情報は、ご応募いただいた
　プレゼントの抽選・発送のために利用します。
　他の目的に利用することはございません。 
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組 合 の う ご き
６月　４日　全管連正副会長・ブロック長・部会長会が東京で開催され藤理事長が出席した。

６月　４日　福岡県職業能力開発協会理事会が人材開発センタ－で開催され松尾副理事長が出席した。 

６月　６日　福岡市水道局との意見交換会が水道局で開催され藤理事長、松尾副理事長、阿部副理事長、岩下総務部長理事、

　　　　　 松本上水道部長、宮嵜下水道部長理事、山下理事、石井理事、髙田理事、八木理事、川浪委員長が出席した。

６月　６日　福岡市消防設備士会意見交換会がＡＮＡクラウンプラザホテルで開催され松尾副理事長が出席した。

６月　６日　福岡県中小企業団体中央会総会が中小企業振興センターで開催され阿部副理事長が出席した。

６月　７日　福岡地区職業訓練協会理事会並びに通常総会が中小企業振興センターで開催され松尾副理事長が出席した。 

６月１０日　正副理事長会が組合会議室で開催された。      

６月１０日　定例理事会が組合会議室で開催された。      

６月１２日　福岡市水道サービス公社評議員会が水道局で開催され藤理事長が出席した。

６月１３日　福岡県消防設備安全協会定時評議員会がＡＮＡクラウンプラザホテルで開催され松尾副理事長が出席した。

６月１４日　下水道推進委員会が組合会議室で開催された。      

６月１９日　福岡県職業能力開発協会総会がソラリア西鉄ホテルで開催され松尾副理事長が出席した。

６月２０日　全管連理事会が東京で開催され藤理事長が出席した。      

６月２１日　福岡県技能士会連合会総会が博多サンヒルズホテルで開催され松尾副理事長が出席した。

６月２１日　津山税理士による会計精査      

６月２５日　九州管工業組合連合会正副会長会が佐賀県で開催され藤理事長、松尾副理事長、阿部副理事長、

　　　　　　岩下総務部長理事が出席した。

６月２７日　献血が開催された。      

６月２８日　第４６回福岡県管工事業協同組合連合会通常総会が北九州市で開催され藤理事長、松尾副理事長、

　　　　　　阿部副理事長、岩下総務部長理事が出席した。      

７月　８日　正副理事長会が組合会議室で開催された。      

７月　９日　貯水槽清掃作業従事者研修会が自治会館で開催された。      

７月１７日　貯水槽清掃作業従事者研修会が久留米市で開催された。      

７月２３日　津山税理士による会計精査      

７月２３日　貯水槽清掃作業従事者研修会が北九州市で開催された。      

７月２６日　第６２回九州管工業組合連合会総会が熊本県で開催され藤理事長、松尾副理事長、阿部副理事長、

　　　　　 岩下総務部長理事が出席した。      

７月３０日　広報・企画・情報委員会が開催された。      

住所・電話番号・FAX番号変更

組　合　通　信

6－10号 6月 4日 令和6年度福岡県下水道設備工事責任技術者試験のご案内

6－11号 6月 5日 ｢積算実務マニュアル機械・電気・建築・改修(2024）｣の斡旋について

6－12号 6月18日 排水設備新設等計画確認申請書(完了届含む)の電子申請完全移行について（通知）

6－13号 6月26日 路面復旧事務費単価改定について 

6－14号 6月27日 セレクション工具等販売開始について（お知らせ）

6－15号 7月 5日 穿孔工事施工価格改定について 

6－16号 7月19日 資産形成セミナー 

6－17号 7月30日 ハイポリ実施講習会

△　宝満設備工業株式会社　〒811-1103　福岡市早良区四箇6丁目4-6　TEL　092-707-6440　FAX　092-707-6442　


